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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、電位依存性カリウムチャネルのシェーカー関連サブファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、機能的なKv-αサブユニットと関連する補助タンパク質であるβサブユニットの1つです。コードされているタンパク質は、カリウム電位依存性チャネルのシェーカー関連サブファミリーのメンバー5の遺伝子産物とヘテロ二量体を形成し、αサブユニットの活性を制御します。[RefSeq提供、2012年5月],ドメイン：αサブユニットの機能特性の改変は、βサブユニットのN末端ドメインを介して行われます。,機能：ポア形成αサブユニットの活性を調節する補助的なカリウムチャネルタンパク質。Kv1.5の機能特性を変更します。,類似性：シェーカーカリウムチャネルのβサブユニットファミリーに属します。,サブユニット：αサブユニットとヘテロ多量体複合体を形成します。,組織特異性：脳特異的。小脳で最も顕著に発現しています。皮質、後頭葉、前頭葉、側頭葉では弱い信号が検出されました。脊髄、心臓、肺、肝臓、腎臓、膵臓、胎盤、骨格筋では検出されませんでした。
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	KCNAB3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	KVβ.3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

